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 要　　旨
　時間遅れを含むシステムとは、ある時刻から先のシステムの振る舞いがそれまでのある時間に
おけるシステム自身の振る舞いに依存するシステムである。
　時間遅れは、遠隔制御や大規模プラント等には必ず時間遅れが発生し、多くの工学システムにお
いて不安定の要因となる。また、ネットワーク制御系における伝送遅延時間やカオス制御における
遅延フィードバック等、時間遅れを含むシステムの安定条件を応用することで有用な結果が導出
されているものもあることから、時間遅れを含むシステムについて考えることの重要性が再認識
されるようになっている。
　そこで、時間遅れを含むシステムの安定解析が多く研究されている。特に、ロバスト制御理論を
利用し、不確かさと時間遅れを含むシステムに対して、多くのロバスト安定化手法が提案されてい
る。さらに、条件を線形行列不等式に帰着し、数値計算で解を求める研究が行われている。
　時間遅れを含むシステムについてのロバスト安定化条件は、不確かさを含まない場合の安定条
件を基礎とし、実用性の観点から、その条件を線形行列不等式に帰着させるものが多く、それらは
時間遅れに依存しない条件と、依存する条件に分類される。
　時間遅れに依存しない安定条件は、時間遅れの大きさに関係なくシステムを安定にするコント
ローラを与え、時間遅れに依存する安定条件は、時間遅れの大きさに関係していて、システムが安
定となる時間遅れの上界を条件としてもつ。
　また、多くの研究結果は、システムの状態を直接利用できるとして、システムを安定にするコン
トローラを設計している。しかし、実際のシステムにおいて、その状態を全て利用できないことの
方が多い。
　そこで本研究では、システムの状態を直接利用できない場合について、時間遅れに依存した条件
により、不確かさを含むシステムを安定にすると同時に、準最適なコストを保証するコントローラ
の設計方法について示す。
　また、時間遅れを含むシステムと一口に言っても、状態変数に含まれる場合、入力に含まれる場
合もあり、時間遅れについても、離散的であったり、分布的であったりと多くのバリエーションが
考えられる。さらに不確かさといっても、その構造の違いにより種類わけされている。このため、ロ
バスト安定性やロバスト制御の研究結果も広範多岐に渡っている。
　その中で、本研究では、状態変数に時間遅れを含み、ノルム有界型の不確かさを係数行列にもつ
システムについて扱い、そのシステムを安定にすると同時に、コストを保証するコントローラの設
計方法について提案する。
